知財創造実践甲子園2021　探究計画・課題研究計画書（企画書）[footnoteRef:1] [1:  普通科高校にある「総合的な探究の時間」は、専門高校では「課題研究」に代替されるケースもあるため、探究計画・課題研究計画書としています。] 

＜募集要項＞

1．著作権について
（1）応募作品の著作権
応募作品（以下、企画書）の著作権は、著作者（応募者）に帰属します。ただし、大会事務局による選考及び結果発表に係る必要最小限の複製及び公衆送信について大会事務局に許諾するものとします。応募者はこれに同意し、著作者人格権を行使しません。
企画書には、すでに他大会等で発表されている内容や発表予定のものを含んでもかまいません。他大会等の参加規約によっては、作品の著作権が他大会等主催者に帰属する場合があるため、企画書の中で、発表済の部分と今回新たに発表する分を明確に区別してください。
（2）大会事務局での応募作品告知のための使用範囲
大会事務局は、選考結果の発表に際し企画書記載の「所属」、「生徒氏名」、「取り組むテーマ名」及び「応募者提出の写真」のみ公開します。その他の本企画書に記載された情報は公開しません。

2．応募・記入上の留意点
（1）同一学校から複数のエントリーも可能です。1つのテーマにつき1つの企画書としてください。
（2）選考後に最終の発表会に向けて、プロジェクトの推進に必要なメンバーを追加することができます。
（3）行が不足する際は自由に増やしてください。全体で3～6頁程度を目安とします。
（4）枠内への図表、イラスト、写真の挿入は自由です。
（5）その他ご不明な点など、お問い合わせは、知財創造実践甲子園大会事務局ip_fdsd@yamaguchi-u.ac.jp
[bookmark: _Hlk51860532]0836-85-9942へご連絡ください。

3．提出について
（1）提 出 先：知財創造実践甲子園大会事務局　宛　ip_fdsd@yamaguchi-u.ac.jp
（2）提 出 物：
①（応募書類）探究計画・課題研究計画書.docx　　1部…審査対象
　　　②ワークシート「知財を活かした戦略思考」.pptx　1部…審査対象
　　　　　　　（PowerPointファイルを使用せず、手書きしたものの写真でも可））
（3）提出〆切：令和3年12月23日（月）23:59
（4）受信確認：受信後、1営業日を目処に、「応募書類受領メール」を返信いたします。これが届かない場合、提出物を受領できていない可能性がございます。0836-85-9942へご一報ください。


知財創造実践甲子園2021　探究計画・課題研究計画書（企画書）申込用紙
	所属
（学校名・
　　グループ名）
	
	学年
	
	生徒
氏名[footnoteRef:2] [2:  グループでの応募の場合、全員の名前を書く。名前の順序は、企画書の作成への寄与度が高い順としてください。] 


	


	指導の先生[footnoteRef:3] [3:  指導いただく先生の有無やお名前で選考結果が左右されることはありません。] 


	

	校外の協力者の方[footnoteRef:4] [4:  取り組みを協力いただける企業やNPO等の方がいれば、所属とお名前を記入ください。その有無やお名前で選考結果が左右されることはありません。] 

（所属・名前）
	

	応募種別[footnoteRef:5]
いずれかに〇 [5:  企業課題部門：学生服製造メーカーの経営課題として、同社が保有する知的財産やネットワーク、及び既存事業だけでは、この時代を生き抜いては行けないというものがある。「DX」による人の最適化を目指した環境整備に如何に適合していくかも念頭に置きつつ次のいずれかあるいは両方の課題解決を目指そう①【顧客の最適化を目指した新しい事業（ビジネス）を創造せよ】②【既存事業の新しい顧客接点の在り方を創造せよ】のいずれかに関係するテーマを設定ください。①、②両方に関係する場合、より力点を置く方を選択ください。] 

	企業課題部門（　　 　）　　・　自由課題部門(地域課題等)（　　　）


	研究段階[footnoteRef:6] [6:  研究のこれまでの進み具合で、選考結果が左右されることはありません。] 

いずれかに〇
	本計画は、今回、ゼロから取り組む内容である。（　　）
本計画は、先輩もしくは自身の継続研究である。（　　）
そのほか（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	他大会での発表の予定
該当箇所に〇
	本計画書に記載の内容は他大会への発表分を含む。もしくは同様の内容での他大会発表の予定がある。
　発表ずみを含む（　　　）　・　予定あり（　　　）　・　なし（　　　　）

	取り組むテーマ名
	


	一言で言えば何？
（200字程度）
	



	解決したいことは？（もしくは活用する特産品は？）
	






	最終的な商品イメージやサービスのイメージは？
（どんな形で社会実装される？）
	








	イメージを膨らませてみよう。
（工夫やデザイン、ネーミング、物語性など）
	









	ほんとうはもっとこうしたい。（途中で思いついたことや実現可能性が低く、外したことなど）
	







	応募者提出の写真[footnoteRef:7] [7:  選考結果の公表の際にホームページに掲載する写真を、企画書の内容もしくは応募者をイメージできる写真を1点貼り付けてください。企画書の内容の内、特許や意匠出願等を狙うものがあれば、新規性喪失に配慮した写真とし、応募者をイメージする写真の場合は、HPでの公開を前提に、肖像権等、プライバシーに配慮したものとしてください。] 

（選考結果のホームページに掲載する写真）






	

	取り組みに関係する知的財産は？
関係するものに○
複数可
	特許（　　）、実用新案（　　）、意匠（　　　）、商標（　　　）、
新品種（　　）、著作物（　　　）、営業秘密（　　　　）
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	企画書のPR
（私たちの取り組みはここがすごい！）
	

	その他特記事項[footnoteRef:8] [8:  他の記入欄では表現できなかった点や、審査・公表・本大会発表に関して事務局に事前に連絡しておきたいことなど、自由に記述ください。] 





	


＜[image: ]添付資料＞
企画書作成時に下書きした右図のフォーム「知財を駆使した戦略思考」について、手書きもしくはＰＣで入力したものを添付ください。
（このフォームは下書き用ですから制作途中　　のものでかまいません。この下書き段階では、複数の案があって上記の企画書に絞り込んだ場合、複数添付もできます。提出時、この添付資料説明ページは削除ください）
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